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岐阜地方，家庭裁判所裁判官会議議事録

平成30年6月12日 （金）午後3時20分時平成30年6月12日 （金）午

所岐阜地方･家庭裁判所大会議室
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議事及びその結果

決議事項

別紙議題別紙議題
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(1)
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・5について，資料

成員全員一致で決議した。

別紙議題6について，出席した構成員全員一致で，

5のとおり出席した構

別紙議題5の申立てにか
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【資料5】

平成30年6月13日

名古屋高等裁判所御中

岐阜地方裁判所長田村 眞

〃 甲

裁判官に対する懲戒申立書

・当裁判所は，裁判官分限法6条に基づき，下記の被申立人に対し，懲戒の申立て

をする。

記

岐阜地方裁判所判事

被申立人山崎秀尚

、

申立ての理由

1 被申立人は，平成26年4月1日から平成30年3月31日まで名古屋地方裁

判所岡崎支部判事の職にあったところjその在任期間中の平成29年4月1．7日

から平成30年3月30日までの間に， 36件の民事事件について，民事訴訟法

第252条に違反して，判決書原本に基づかずに判決を言い渡したものである。

2被申立人のこの行為は，裁判所法49条にいう職務上の義務に違反した場合に

該当し,懲戒に付するのが相当であるので，本申立てをする。

U

証拠目録

被申立人の履歴書

岐阜地方裁判所長作成の報告書

名古屋地方裁判所民事首席書記官作成の報告書
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